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●
次
年
度
総
会
日
程

　令
和
四
年
度
の
総
会
は
、
和
楽
ホ
ー
ル

で
、
令
和
四
年
五
月
三
十
一
日（
火
）に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。 １ 月 27 日(木)

２ 月 25 日(金)
３ 月 25 日(金)
４ 月 27 日(水)
５ 月 27 日(金)
６ 月 27 日(月)

１ 月 28 日(金)
２ 月 28 日(月)
３ 月 28 日(月)
４ 月 28 日(木)
５ 月 27 日(金)
６ 月 28 日(火)

　会員の配分金の収入は、所得税法上の「雑所得」に該
当するとされています。
　雑所得の金額は、つぎの(１)と(３)の金額の合計額と
されています。（所得税法35条）
　また、会員の配分金は、次の「(２)業務に係るもの」
に該当します。
（１）公的年金等　
　　　収入金額－公的年金等控除額＝公的年金等の雑所得
（２）業務に係るもの
　　　総収入金額－必要経費＝その他の雑所得

（注）業務に係るものとは､副業に係る収入のう
ち営利を目的とした継続的なものをいいま
す｡令和４年以後の所得税において､業務に
係る雑所得を有する場合で、300万円を超
える方は､｢現金預金取引等関係書類」を保
存しなければならないこととされています。

（３)（１)、(２)以外のもの
　　　総収入金額－必要経費＝その他の雑所得

[控除できる額等について]
１　基礎控除
　基礎控除は、ほかの所得控除のように一定の要件に
該当する場合に控除するというものではなく、一律に
控除されます。基礎控除の額は、合計所得金額に応じ
て異なりますが、個人の合計所得金額が2,400万円以
下の場合は48万円とされています。
２　雑所得、給与所得の控除
　雑所得の所得金額の計算については、これらの所得
の金額の計算上その「収入総額」(※1)から控除する
必要経費(※2)が55万円（※3）未満となるときは、実
際の必要経費がなくても、最低55万円までの必要経費
の控除ができるとされています。

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

当
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
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開
催
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ま
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。
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介
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中

　また、会員が、シルバー派遣等による「給与所得」
も有するときは、55万円（家内労働者等の必要経費の
特例における必要経費に算入する金額の最低保障額）
から「給与所得控除額」（所得税法28条2項に規定す
る「給与所得控除額」）を控除した残額を限度として
必要経費の控除ができるとされています｡(※4）
　さらに、会員が公的年金を受給しているときは、配
分金収入や給与収入とは別に、公的年金等の控除を受
けることができるとされています｡(所得税法35条2
項）「公的年金等控除額」は、受給者の年齢、年金の
収入金額に応じて定められています。
(※1)「収入金額」とは､課税される前の金額をいいます。
(※2)「必要経費」とは、原則、雑所得等を得るために

直接要した費用をいい（所得税法37条）、会員が
センターから提供された請負就業の完成、遂行に
直接要した費用が該当します。例えば、センター
から提供された仕事の完成、遂行に要した材料費
等で会員自ら負担した費用や、就業場所への往
復に要した交通費が該当します。通常、会員の
請負就業に要した必要経費が1年で55万円以上に
なるケースは少ないと考えられます。

(※3)「55万円」の適用については、令和2年分以後の所
得税について適用されます。（令和元年分までは
65万円となります。）

(※4)令和２年度分以降は、基礎控除額が48万円（前記
１）となり、家内労働者等の必要経費の特例にお
ける必要経費に算入する金額の最低保障額が55万
円であることから、その年の総収入額が103万円
以下の場合は、総所得金額が基礎控除額の48万円
以下となるので、本人に所得税は課税されず、
また、扶養者の所得税額の計算上、配偶者控除
あるいは扶養控除の対象となります。

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて（令和３年１月１日現在)
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豊後二見ヶ浦の大しめ縄豊後二見ヶ浦の大しめ縄



Ａ市シルバー人材センター

就業募集
保育園の清掃
募集人員２
○○町
11:00～13:00
月木金
就業希望の方は下記URLへ。
https://xxxxxxx/xxxxxxxx/
xxxxxxx

　会報　豊 の か け 橋　　第 48 号（５）

事務局からのお知らせ①事務局からのお知らせ①

　　　　　　　　　　今まで年会費は、総会の受付時にお支払い、もしくは口座振込等で
　　　　　　　　お支払いして頂いていましたが、会員の皆さまのお手間と事務の効率化
の観点から配分金より控除することになりましたので、ご理解のほどお願いします！
　４月に配分金が３,０００円以上ある方は、５月27日（金）支払予定の配分金から控除
させて頂きます。
　なお、派遣事業のみでお仕事をされている方、４月の配分金がない方、未就業の方は控
除ができませんので、事務所窓口にてお支払いされるかシルバー指定口座に振り込みをお
願いします。

年会費のお支払い方法について（配分金から控除）
重要重要

●事務所からの会員の皆さまへの連絡等について

本文内のＵＲＬをクリック
いただくことでメッセージ
をご確認いただけたか否か
が分かります。ご協力の程、
宜しくお願い致します。

■ ショートメッセージ受信可能な携帯電話
　・スマートフォン
　・ガラケー（従来のフィーチャーフォン）

■ メッセージ内容
　・お知らせ、緊急連絡
　・就業案内・募集
　・個別のご連絡など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ ショートメッセージ送信元の番号について
　・NTT docomo、au、楽天モバイルをお持ちの方は、050-5491-4105から
　　メッセージが届きます。
　・SoftBank、Y!mobileをお持ちの方は、242244からメッセージが届きます。

　注１、センターからのメッセージは必ず上記番号から
　　　　届きますので、ご安心ください。アドレス帳に登録いただくと便利です。
　注２、上記番号には電話やメッセージ返信をいただいても届きません。　
　注３、一部キャリア（SoftBank、Y!mobile、楽天モバイル）や機種によっては
　　　　返信できたように見えますが、実際には返信できておらず、送信料も発生
　　　　致しません。

■ ご注意事項
　・メッセージの受信には料金はかかりません。
　・携帯電話のご契約プラン（無料通信分が全く無い場合など）によっては、
　　メッセージ本文内のURLをクリックするとパケット通信料実費が発生する場合が
　　ございます。

事務局に携帯電話番号をお伝えいただいていない会員様へ事務局に携帯電話番号をお伝えいただいていない会員様へ
お手数ですが携帯電話番号のご連絡を事務局までお願い致します｡

事務局電話番号 ０９７２－２３－３００１

操作方法が分ら
ない方は事務局
でも教えること
が出来ます。

■ ショートメッセージ受信可能な携帯電話
　•スマートフォン
　•ガラケー（従来のフィーチャーフォン）

■ 想定メッセージ内容
　•お知らせ、緊急連絡、会議の案内
　•仕事の紹介
　•個別のご連絡　など

■ ショートメッセージ送信元の番号について
　•NTT docomo、au、楽天モバイルをお持ちの方：050-5491-4105からメッセージが届きます。
　•Softbank、Y!mobileをお持ちの方：242244からメッセージが届きます。

センターからのメッセージは必ず上記番号から届きますので、ご安心ください。
アドレス帳に登録いただくと便利です。上記番号には電話やメッセージ返信をいただいても届
きません。
一部キャリア（SoftBank、Y!mobile、楽天モバイル）や機種によっては返信できたように見え
ますが、実際には返信できておらず、送信料も発生致しません。

■ ご注意事項
　•メッセージの受信には料金はかかりません。
　•携帯電話のご契約プラン（無料通信分が全く無い場合など）
　　によっては、メッセージ本文内のURLをクリックすると
　　パケット通信料実費が発生する場合がございます。

　（２）会報　豊 の か け 橋　　第 48 号

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
清
々
し
い
お
正
月
を
ご
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
に

な
っ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
明
け
暮
れ
た
一
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
年
末
に
か
け
て
少
し
落
ち
着
い
て
収
束
に
向
か
う
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
国
内
で
は
少
数
で
す
が
、
ま
た
新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
世
界
中
で
感
染
拡
大

を
始
め
て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
生
一
〇
〇
年
時
代
、
先
ず
は
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

お
す
み
で
し
ょ
う
か
？
政
府
で
は
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
七
〇
歳
ま
で
働
く
こ
と
と
、

急
増
す
る
高
齢
者
医
療
費
の
抑
制
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
運
転
の
事
故
対
策
等
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
会
員
は
仕
事
を
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
健
康

を
維
持
し
、
医
療
費
抑
制
に
も
貢
献
し
、
何
が
し
か
の
糧
を
得
て
生
活
の
足
し
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
い
ろ
ん
な
行
事
や
会
合
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
年
を
取
る
と
家
に
籠
る
の
で
は
な
く
極
力
外
に
出
る
、
そ
し
て
人
と
話
を
す
る
こ
と

が
健
康
の
秘
訣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
二
〇
二
五
年
に
は
、
全
国
で
八
〇
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
団
塊
世
代
の
方
が
、

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
さ
ら
に
総
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
り
一
層
高
齢

化
が
進
み
ま
す
が
逆
に
シ
ル
バ
ー
会
員
は
全
国
的
に
見
て
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

国
の
補
助
金
を
確
保
す
る
に
は
会
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も

ほ
ぼ
横
ば
い
か
、
や
や
減
少
傾
向
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ご
近
所
の
友
達
や
知
り

合
い
な
ど
の
方
が
い
ま
し
た
ら
会
員
に
誘
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
私
た

ち
シ
ル
バ
ー
で
は
元
気
に
仕
事
に
励
み
、
福
祉
の
受
け
手
で
は
な
く
社
会
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
四
年
が
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
、
元
の
生
活
が
も
ど
る
よ
う
会
員
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
、
事
故
の
な
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
伯
市
長
　
田
中
　
利
明
　
　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　
　

理
事
長
　
大
友
　
健
太
郎
　
　

新
年
ご
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣

言
」
や
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
に
基
づ
く
移
動
や
活
動
の
自
粛
に
よ
り
、
地
域

経
済
は
も
と
よ
り
日
本
経
済
が
か
つ
て
な
い
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

が
「
３
密
の
回
避
」
の
徹
底
や
手
指
消
毒
を
始
め
と
し
た
感
染
対
策
の
実
施
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
の
御
協
力
に
よ
り
、
早
期
に
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
感
染
対
策
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
少
子
高
齢
化
や
災
害
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
等
様
々
な
地

域
課
題
に
対
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
し
つ
つ
、
収
束
後
を
見
据
え
た
社
会

経
済
の
再
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ー
実
現
の
た
め
、
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
の
「
連
携
・
調
和
・
発
展
」
の

理
念
、
さ
い
き
７
つ
の
創
生
を
強
力
に
推
し
進
め
、
「
地
域
が
輝
く
『
佐
伯
が
い
ち
ば

ん
』
の
人
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
特
に
人
づ
く
り
の
分
野
に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年
11
月
末
に
来
館
者

28
万
人
を
達
成
し
た
「
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
」
を
活
用
し
、
様
々
な
企
画
や
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
佐
伯
市
民
大
学

「
令
和
四
教
堂
」
で
幅
広
い
分
野
の
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
「
ロ
ー
カ
ル
で
あ
り

な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
佐
伯
人
（
さ
い
き
び
と
）
」
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
自
主
、
自
立
、
共

働
、
共
助
」
と
い
う
設
立
理
念
の
も
と
、
組
織
と
し
て
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
、
市
政
へ
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
年
が
会

員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
四
年
　
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
市
長
　



　会報　豊 の か け 橋　　第 48 号（３）

今
年
度
上
半
期
の
事
業
実
績

◆
事
業
の
概
要

①
会
員
数

 

令
和
二
年
度
三
月
末
は
四
一
四
名
で

し
た
が
、
令
和
三
年
九
月
末
で
は
三
六

三
名
で
五
一
名
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
三
年
度
目
標
会
員
数
四
九
七

名
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。
新
聞
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
や
広
報
等
で
の
入
会
促

進
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
入
会
者
は
多

く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

②
請
負
・
委
任
事
業
の
受
注
状
況

 

受
注
件
数
に
関
し
て
は
、
民
間
部
門

が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
草
刈
作
業
の

受
注
が
増
加
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
注
金
額
に
つ
い
て
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

③
派
遣
事
業

　
適
正
就
業
の
推
進
に
伴
い
、
請
負
か

ら
派
遣
へ
の
切
り
替
え
が
進
み
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
は

今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
コ
ロ
ナ
の
影
響

　
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

全
国
経
済
へ
の
影
響
は
甚
大
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
の
事
業

に
関
し
て
は
、
一
部
公
共
施
設
の
閉
鎖

に
伴
う
影
響
は

ご
く
少
額
に

と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　
毎
年
十
月
は
、
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
と
定
め

ら
れ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
社
会
的
意
義
や

活
動
内
容
等
を
広
く
住
民
や
行
政
機
関
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
拡

大
及
び
就
業
機
会
の
確
保
を
目
的
と
す
る

取
組
み
で
す
。

【
広
報
・
啓
発
】

　
十
月
初
旬
、
会
員
募
集
と
と
も
に
事
業

者
に
対
す
る
仕
事
の
募
集
広
告
Ａ
４
版

を
、
新
聞
折
り
込
み
広
告
に
掲
載
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伝
言
板

で
も
募
集
の
放
送
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

　
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
毎
年
会
員
有
志

で
老
人
福
祉
施
設
を
慰
問
し
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
を
披
露
し
て
交
流
会
を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

令和３年度（上半期）主要実績報告 主要実績数値対比表（４月～９月）

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

３年度

年度
契約金額(円) 配分金額

(円)

派遣事業
契約金額
(円)公共 民間 合計

２年度

差異

53,363,940

47,795,712

5,568,228

28,508,692

28,080,275

428,417

81,872,632

75,875,987

5,996,645

72,299,661

67,528,297

4,771,364

14,752,689

14,536,312

216,377

会員数

267

287

-20

96

114

-18

363

401

-38

佐伯市人口(人)

総人口 60歳以上

68,662

69,850

-1,188

32,620

32,866

-246

受注件数

公共男 女 計 民間

994

900

94

141

139

2

◆
理
事
会
開
催
状
況

　
定
例
理
事
会
は
、
年
６
回
開
催
す
る
よ

う
定
款
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
、

第
一
回
（
五
月
七
日
）、
第
二
回
（
七
月

二
十
一
日
）、
第
三
回
（
十
月
六
日
）、
第

四
回
（
十
一
月
二
十
四
日
）、四
回
開
催
し
、

会
員
入
退
会
状
況
及
び
事
業
の
実
績
状

況
の
承
認
、
そ
の
他
予
算
等
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
規
程
の
改
正
等
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

【
理
事
・
監
事
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

例
年
通
り
理
事
会
終
了
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
今
年
は
、
佐
伯
市

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
和
楽
」
周
辺
の
落

ち
葉
拾
い
や
掃
き
掃
除
な
ど
の
奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。
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安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
状
況

　
令
和
三
年
六
月
十
八
日
（
金
）
に
第
一
回
安
全
・
適
正
就
業
委

員
会
を
開
催
し
、
事
業
計
画
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
七
月
七
日
（
水
）
に
第
二
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員

会
を
安
全
委
員
の
み
で
開
催
し
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
県
下
の
状

況
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
十
一
月
十
日
（
水
）
に
第
三
回
安
全
・
適
正
就
業
委

員
会
を
安
全
委
員
の
み
で
開
催
し
、
安
全
・
適
正
就
業
に
関
す
る

規
程
等
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
令
和
三
年
六
月
か
ら
十
一
月
の
六
ヶ
月
間
に
理
事
長
・
事
務
局

長
に
よ
る
特
別
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
六
回
実
施
、
安
全
委
員
・
対

策
委
員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
六
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
一
年
間
で
一
三
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
今
年

十
一
月
末
現
在
で
既
に
一
二
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
は
刈
払
い
機
に
よ
る
石
跳
ね
に
よ
る
器
物
破
損
で
す
が
、

今
年
は
人
身
事
故
が
二
件
・
交
通
事
故
が
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
前
の
安
全
確
認
を
行
い
、
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

全国統一スローガン全国統一スローガン
いつまでも　働く喜び　無事故からいつまでも　働く喜び　無事故から

安
全・適
正
就
業
の
取
組
み

大
司 

敏
勝 

さ
ん

（
八
〇
歳)

○
会
員
歴
18
年
　
　
　

（
平
成
15
年
12
月
１
日
入
会
）

①
軽
度
な
運
動
と
毎
日
規
則
正
し
く
食
す
る
事
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

②
趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
、
以
前
は
大
分
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の
コ
ン
ペ
が
開
催

さ
れ
県
北
・
県
南
の
愛
好
者
が
県
内
の
ゴ
ル
フ

場
で
面
白
い
話
を
聞
か
さ
れ
て
プ
レ
ー
を
し
た

事
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

③
入
会
し
て
ま
も
な
く
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
紹

介
さ
れ
所
長
始
め
職
員
の
方
々
に
丁
重
に
さ
れ

会
員
同
士
も
意
気
投
合
し
、楽
し
い
職
場
で
し
た

が
、途
中
民
営
化
さ
れ
廃
止
と
な
り
残
念
で
し
た
。

④
過
信
と
油
断
は
事
故
の
元
。
初
め
て
交
通
事
故

に
遭
遇
し
、
今
も
後
悔
と
反
省
に
尽
き
て
い
ま

す
。
会
員
一
人
一
人
が
交
通
規
則
を
厳
守
し
て

無
事
故
で
い
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
人
に
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て

益
々
飛
躍
さ
れ
る
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。

①
健
康
の
秘
訣
は
何
で
す
か

②
シ
ル
バ
ー
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か

③
思
い
出
に
残
る
仕
事
は
あ
り
ま
す
か

④
こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
に
何
を
求
め
ま
す
か

長
期
会
員
さ
ん

紹
介

長
期
会
員
さ
ん

紹
介

質
問
事
項

質
問
事
項

　令和３年度大分県シルバー人材センター連
合会が募集した安全標語に応募された佐伯市
シルバー会員から次の方が入選されました。
優秀賞　西本　千敏　様
　「慣れっこの　心のすきま　事故が待つ」
佳　作　松下　正則　様
　「事故ゼロ　心のゆとりと　安全確認」
佳　作　清松　　洋　様
　「気をつけよう　急ぎ作業は　事故のもと」

「全員で　目指そう無事故の　金メダル」

安全標語入選作品安全標語入選作品

大分県シルバー人材センター連合会優秀作品

安全は
 全てに
 優先する！



Ａ市シルバー人材センター

就業募集
保育園の清掃
募集人員２
○○町
11:00～13:00
月木金
就業希望の方は下記URLへ。
https://xxxxxxx/xxxxxxxx/
xxxxxxx
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事務局からのお知らせ①事務局からのお知らせ①

　　　　　　　　　　今まで年会費は、総会の受付時にお支払い、もしくは口座振込等で
　　　　　　　　お支払いして頂いていましたが、会員の皆さまのお手間と事務の効率化
の観点から配分金より控除することになりましたので、ご理解のほどお願いします！
　４月に配分金が３,０００円以上ある方は、５月27日（金）支払予定の配分金から控除
させて頂きます。
　なお、派遣事業のみでお仕事をされている方、４月の配分金がない方、未就業の方は控
除ができませんので、事務所窓口にてお支払いされるかシルバー指定口座に振り込みをお
願いします。

年会費のお支払い方法について（配分金から控除）
重要重要

●事務所からの会員の皆さまへの連絡等について

本文内のＵＲＬをクリック
いただくことでメッセージ
をご確認いただけたか否か
が分かります。ご協力の程、
宜しくお願い致します。

■ ショートメッセージ受信可能な携帯電話
　・スマートフォン
　・ガラケー（従来のフィーチャーフォン）

■ メッセージ内容
　・お知らせ、緊急連絡
　・就業案内・募集
　・個別のご連絡など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ ショートメッセージ送信元の番号について
　・NTT docomo、au、楽天モバイルをお持ちの方は、050-5491-4105から
　　メッセージが届きます。
　・SoftBank、Y!mobileをお持ちの方は、242244からメッセージが届きます。

　注１、センターからのメッセージは必ず上記番号から
　　　　届きますので、ご安心ください。アドレス帳に登録いただくと便利です。
　注２、上記番号には電話やメッセージ返信をいただいても届きません。　
　注３、一部キャリア（SoftBank、Y!mobile、楽天モバイル）や機種によっては
　　　　返信できたように見えますが、実際には返信できておらず、送信料も発生
　　　　致しません。

■ ご注意事項
　・メッセージの受信には料金はかかりません。
　・携帯電話のご契約プラン（無料通信分が全く無い場合など）によっては、
　　メッセージ本文内のURLをクリックするとパケット通信料実費が発生する場合が
　　ございます。

事務局に携帯電話番号をお伝えいただいていない会員様へ事務局に携帯電話番号をお伝えいただいていない会員様へ
お手数ですが携帯電話番号のご連絡を事務局までお願い致します｡

事務局電話番号 ０９７２－２３－３００１

操作方法が分ら
ない方は事務局
でも教えること
が出来ます。

■ ショートメッセージ受信可能な携帯電話
　•スマートフォン
　•ガラケー（従来のフィーチャーフォン）

■ 想定メッセージ内容
　•お知らせ、緊急連絡、会議の案内
　•仕事の紹介
　•個別のご連絡　など

■ ショートメッセージ送信元の番号について
　•NTT docomo、au、楽天モバイルをお持ちの方：050-5491-4105からメッセージが届きます。
　•Softbank、Y!mobileをお持ちの方：242244からメッセージが届きます。

センターからのメッセージは必ず上記番号から届きますので、ご安心ください。
アドレス帳に登録いただくと便利です。上記番号には電話やメッセージ返信をいただいても届
きません。
一部キャリア（SoftBank、Y!mobile、楽天モバイル）や機種によっては返信できたように見え
ますが、実際には返信できておらず、送信料も発生致しません。

■ ご注意事項
　•メッセージの受信には料金はかかりません。
　•携帯電話のご契約プラン（無料通信分が全く無い場合など）
　　によっては、メッセージ本文内のURLをクリックすると
　　パケット通信料実費が発生する場合がございます。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
清
々
し
い
お
正
月
を
ご
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
に

な
っ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
明
け
暮
れ
た
一
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
年
末
に
か
け
て
少
し
落
ち
着
い
て
収
束
に
向
か
う
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
国
内
で
は
少
数
で
す
が
、
ま
た
新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
世
界
中
で
感
染
拡
大

を
始
め
て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
生
一
〇
〇
年
時
代
、
先
ず
は
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

お
す
み
で
し
ょ
う
か
？
政
府
で
は
高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
七
〇
歳
ま
で
働
く
こ
と
と
、

急
増
す
る
高
齢
者
医
療
費
の
抑
制
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
運
転
の
事
故
対
策
等
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
会
員
は
仕
事
を
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
健
康

を
維
持
し
、
医
療
費
抑
制
に
も
貢
献
し
、
何
が
し
か
の
糧
を
得
て
生
活
の
足
し
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
い
ろ
ん
な
行
事
や
会
合
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
年
を
取
る
と
家
に
籠
る
の
で
は
な
く
極
力
外
に
出
る
、
そ
し
て
人
と
話
を
す
る
こ
と

が
健
康
の
秘
訣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
二
〇
二
五
年
に
は
、
全
国
で
八
〇
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
る
団
塊
世
代
の
方
が
、

七
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
さ
ら
に
総
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
り
一
層
高
齢

化
が
進
み
ま
す
が
逆
に
シ
ル
バ
ー
会
員
は
全
国
的
に
見
て
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

国
の
補
助
金
を
確
保
す
る
に
は
会
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も

ほ
ぼ
横
ば
い
か
、
や
や
減
少
傾
向
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ご
近
所
の
友
達
や
知
り

合
い
な
ど
の
方
が
い
ま
し
た
ら
会
員
に
誘
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
私
た

ち
シ
ル
バ
ー
で
は
元
気
に
仕
事
に
励
み
、
福
祉
の
受
け
手
で
は
な
く
社
会
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
令
和
四
年
が
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
、
元
の
生
活
が
も
ど
る
よ
う
会
員
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
、
事
故
の
な
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
伯
市
長
　
田
中
　
利
明
　
　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　
　

理
事
長
　
大
友
　
健
太
郎
　
　

新
年
ご
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣

言
」
や
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
に
基
づ
く
移
動
や
活
動
の
自
粛
に
よ
り
、
地
域

経
済
は
も
と
よ
り
日
本
経
済
が
か
つ
て
な
い
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

が
「
３
密
の
回
避
」
の
徹
底
や
手
指
消
毒
を
始
め
と
し
た
感
染
対
策
の
実
施
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
の
御
協
力
に
よ
り
、
早
期
に
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
感
染
対
策
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
少
子
高
齢
化
や
災
害
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
等
様
々
な
地

域
課
題
に
対
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
し
つ
つ
、
収
束
後
を
見
据
え
た
社
会

経
済
の
再
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
さ
い
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ー
実
現
の
た
め
、
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
の
「
連
携
・
調
和
・
発
展
」
の

理
念
、
さ
い
き
７
つ
の
創
生
を
強
力
に
推
し
進
め
、
「
地
域
が
輝
く
『
佐
伯
が
い
ち
ば

ん
』
の
人
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
特
に
人
づ
く
り
の
分
野
に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年
11
月
末
に
来
館
者

28
万
人
を
達
成
し
た
「
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
」
を
活
用
し
、
様
々
な
企
画
や
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
佐
伯
市
民
大
学

「
令
和
四
教
堂
」
で
幅
広
い
分
野
の
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
「
ロ
ー
カ
ル
で
あ
り

な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
佐
伯
人
（
さ
い
き
び
と
）
」
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
自
主
、
自
立
、
共

働
、
共
助
」
と
い
う
設
立
理
念
の
も
と
、
組
織
と
し
て
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
、
市
政
へ
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
年
が
会

員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
四
年
　
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
市
長
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●
次
年
度
総
会
日
程

　令
和
四
年
度
の
総
会
は
、
和
楽
ホ
ー
ル

で
、
令
和
四
年
五
月
三
十
一
日（
火
）に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。 １ 月 27 日(木)

２ 月 25 日(金)
３ 月 25 日(金)
４ 月 27 日(水)
５ 月 27 日(金)
６ 月 27 日(月)

１ 月 28 日(金)
２ 月 28 日(月)
３ 月 28 日(月)
４ 月 28 日(木)
５ 月 27 日(金)
６ 月 28 日(火)

　会員の配分金の収入は、所得税法上の「雑所得」に該
当するとされています。
　雑所得の金額は、つぎの(１)と(３)の金額の合計額と
されています。（所得税法35条）
　また、会員の配分金は、次の「(２)業務に係るもの」
に該当します。
（１）公的年金等　
　　　収入金額－公的年金等控除額＝公的年金等の雑所得
（２）業務に係るもの
　　　総収入金額－必要経費＝その他の雑所得

（注）業務に係るものとは､副業に係る収入のう
ち営利を目的とした継続的なものをいいま
す｡令和４年以後の所得税において､業務に
係る雑所得を有する場合で、300万円を超
える方は､｢現金預金取引等関係書類」を保
存しなければならないこととされています。

（３)（１)、(２)以外のもの
　　　総収入金額－必要経費＝その他の雑所得

[控除できる額等について]
１　基礎控除
　基礎控除は、ほかの所得控除のように一定の要件に
該当する場合に控除するというものではなく、一律に
控除されます。基礎控除の額は、合計所得金額に応じ
て異なりますが、個人の合計所得金額が2,400万円以
下の場合は48万円とされています。
２　雑所得、給与所得の控除
　雑所得の所得金額の計算については、これらの所得
の金額の計算上その「収入総額」(※1)から控除する
必要経費(※2)が55万円（※3）未満となるときは、実
際の必要経費がなくても、最低55万円までの必要経費
の控除ができるとされています。

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

当
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
て
開
催
し
ま
す
。

配
分
金
支
払
い
予
定
日

入
会
説
明
会
予
定
日

全
国
会
員
数
、百
万
人
を
目
指
し
て

　
　
　
　　会
員
を
募
集
中
で
す
。

　
　
　
　　知
人
に
紹
介
を
お
願
い

　
　
　
　　し
ま
す
。

会
員
募
集
中

会
員
募
集
中

　また、会員が、シルバー派遣等による「給与所得」
も有するときは、55万円（家内労働者等の必要経費の
特例における必要経費に算入する金額の最低保障額）
から「給与所得控除額」（所得税法28条2項に規定す
る「給与所得控除額」）を控除した残額を限度として
必要経費の控除ができるとされています｡(※4）
　さらに、会員が公的年金を受給しているときは、配
分金収入や給与収入とは別に、公的年金等の控除を受
けることができるとされています｡(所得税法35条2
項）「公的年金等控除額」は、受給者の年齢、年金の
収入金額に応じて定められています。
(※1)「収入金額」とは､課税される前の金額をいいます。
(※2)「必要経費」とは、原則、雑所得等を得るために

直接要した費用をいい（所得税法37条）、会員が
センターから提供された請負就業の完成、遂行に
直接要した費用が該当します。例えば、センター
から提供された仕事の完成、遂行に要した材料費
等で会員自ら負担した費用や、就業場所への往
復に要した交通費が該当します。通常、会員の
請負就業に要した必要経費が1年で55万円以上に
なるケースは少ないと考えられます。

(※3)「55万円」の適用については、令和2年分以後の所
得税について適用されます。（令和元年分までは
65万円となります。）

(※4)令和２年度分以降は、基礎控除額が48万円（前記
１）となり、家内労働者等の必要経費の特例にお
ける必要経費に算入する金額の最低保障額が55万
円であることから、その年の総収入額が103万円
以下の場合は、総所得金額が基礎控除額の48万円
以下となるので、本人に所得税は課税されず、
また、扶養者の所得税額の計算上、配偶者控除
あるいは扶養控除の対象となります。

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて（令和３年１月１日現在)
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